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№ 品詞 語句 箇所
1 文末 あります。 614
2 名詞 自分 188
3 名詞 料理 185
4 副詞 よく 179
5 動詞 考え 160
6 名詞 家庭 133
7 文末 ありません。 126
8 文末 なりません。 106
9 接続詞 ですから、 102
10 名詞 場合 101
11 名詞 皿 100
12 名詞 言葉 95
13 文末 申します。 95
14 名詞 紙 92
15 名詞 仕事 89
16 名詞 客 88
17 名詞 礼 88
18 名詞 席 85
19 名詞 女子 77
№ 品詞 語句 箇所
20 名詞 姓 77
21 名詞 日本 77
22 名詞 経済 72
23 形容詞 多い 69
24 名詞 生活 65
25 名詞 男子 62
26 名詞 結婚 58
27 名詞 夫 57
28 名詞 教育 55
29 名詞 女性 55
30 名詞 他人 55
31 接尾語 ども 55
32 名詞 学校 54
33 名詞 座 53
34 副詞 常に 52
35 名詞 使用 51
36 名詞 同様 51
37 名詞 一つ 51


















































































































































































































































































































№ 語句表記 かなよみ 数
1 愛別離苦 あいべつりく 1
2 一言一行 いちごんいちぎょう 1
3 一言一句 いちごんいっく 1
4 一部始終 いちぶしじゅう 1
5 一挙両得 いっきょりょうどく 1
6 一生懸命 いっしょうけんめい 1
7 一定不変 いっていふへん 2
8 怨憎会苦 おんぞうえく 1
9 会席料理 かいせきりょうり 5
10 懐石料理 かいせきりょうり 3
11 各人各様 かくにんかくよう 1
12 艱難辛苦 かんなんしんく 1
13 虚飾虚栄 きょしょくきょえい 4
14 謹賀新年 きんがしんねん 1
15 勤勉実直 きんべんじっちょく 1
16 軽率粗慢 けいそつそまん 1
№ 語句表記 かなよみ 数
17 山林田畑 さんりんでんばた 1
18 実践躬行 じっせんきゅうこう 2
19 叱咤怒号 しったどごう 1
20 奢侈贅沢 しゃしぜいたく 1
21 自由奔放 じゆうほんぽう 1
22 取捨選択 しゅしゃせんたく 1
23 種々様々 しゅじゅさまざま 1
24 笑止千万 しょうしせんばん 1
25 真実不変 しんじつふへん 2
26 身体強壮 しんたいきょうそう 1
27 誠心誠意 せいしんせいい 1
28 贅沢三昧 ぜいたくざんまい 1
29 粗衣粗食 そいそしょく 1
30 粗製乱造 そせいらんぞう 1
31 男女同権 だんじょどうけん 1






































№ 語句表記 かなよみ 数
33 天地陰陽 てんちいんよう 1
34 同姓同名 どうせいどうめい 1
35 東奔西走 とうほんせいそう 1
36 跛行生活 はこうせいかつ 1
37 発明発見 はつめいはっけん 2
38 名所旧跡 めいしょきゅうせき 1
№ 語句表記 かなよみ 数
39 迷惑千万 めいわくせんばん 1
40 有形無形 ゆうけいむけい 1
41 有産階級 ゆうさんかいきゅう 1
42 濫発乱用 らんぱつらんよう 1
43 臨機応変 りんきおうへん 2






































































































































































































































































































３．結 び に か え て
　語彙分析を通して，安田リヨウの知識の世界が計り知れないほど大きく広いことを知った。し
かも，「場合」が101回使用されていることから，事例を挙げて事項の説明が具体的に行われてい
るので，文章が簡潔である。
　『夜雨滴録』が刊行された昭和33年は，戦後の復興がようやく一段落するとともに日本経済及
び社会の新しい発展に向けて展開しはじめた時期である。第一回学習指導要領の全面改定が実施
され学校教育内容の国家管理が始まった年でもある。マスコミについてみれば，テレビ放送がよ
うやく始まった（1953年ＮＨＫ・日本テレビ，1955年現ＴＢＳ，1957年現テレビ朝日，1958年東
京タワーから放送開始）。
　知識や社会情勢の中心となる伝達手段は図書，雑誌，新聞という旧来の印刷資料であった。現
在と異なり，図書や雑誌の刊行部数は極めて少なく，しかも地方でそれらを入手することは困難
であったと容易に想像できる。
　安田リヨウの女子教育に関する観念，主義，主張の出どころは図書を中心とした読書であった
ことは間違いなかろう。
　当時73歳であった著者が追究したのは，「身なり」「就職」「結婚」「訪問と接待」「作法と動作」
「言葉づかい」「筆づかい」の７つの視点を女子教育の基本的あり方として位置づけ，やがて訪れ
る経済的・社会的に安定した豊かな社会の到来を見据えたうえで，時代や社会の移り変わりによ
って決して色褪せることのない普遍的な女子教育の本質であったことを本書の語彙分析を通して
感得した。
４．参　考　文　献
⑴安田リヨウ著『夜雨滴録』（初版）安田学園　1958.
⑵「安田リヨウ生誕130周年記念展記録」安田学園　2015.5.
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86
善いこと
良いこと
よいこと
87
汚れ
よごれ
88
呼び方
よび方
89
よほど
余程
90
よろこんで
喜んで
わ行
91
私ども
わたくしども
私共
92
悪い
わるい
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